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9)オ トガイ部における舌孔の出現部位 と顎舌
骨筋 との位置関係













遺体25体において顎舌骨筋 を剖出 し,下 顎骨へ
の付着部にマーキング したのちに,歯 科用コーン
ビームCTを 撮影 した。得 られた画像 データか ら
舌孔の出現部位と顎舌骨筋付着部を観察 した。
顎舌骨筋線を垂直的基準とし,上 方を舌下隙,






を2等分 し,オ トガイ棘側およびオ トガイ孔側 と














央 に位置 し,小 臼歯部ではより上方に存在 してい
たことから,歯の喪失に伴 う形態変化の影響が少
ないオ トガイ棘をランドマークとした顎舌骨筋線
の垂直的位置の推測が,顎 骨手術に伴 う術後の内
出血の術前診断に有用であると考えられる。
【結 語】今回私たちは,オ トガイ部における舌
孔の出現部位 と顎舌骨筋 との位置関係について検
討を行 ったので報告 した。
